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    ３年ぶりの水泳学習 
６月１３日（月）に６年生がプール清掃を行い、ぴかぴかのプ

ールがよみがえりました。そして６月１７日（金）にプール開き。

学校代表として６年生が参加してプール開きを行い、３年ぶり

となった今年度の水泳学習がスタートしました。 

下の写真のように隣の人と距離をとったり、活動内容や方

法を工夫したりするなど、新型コロナ感染防止にも留意しています。１回の水泳学習を２

学級ずつで行い、通常の半分の人数での学習となりました。子ども達も感染防止の意識

をしっかりもちつつ、楽しい水泳学習を行うことができました。 

６年生は、３年生の時に泳いで以来の水泳学習とあ

って、初めはちょっと緊張した雰囲気でしたが、そこは

さすが６年生。すぐに感覚を思い出し、すいすいと泳い

でいました。 

１年生は水遊びの中で、カニ歩きをしたり、ワニのま

ねをしたりなど、楽しそうな様子でした。顔や頭まで潜

ることができた子どももいたようです。３年生以下はプールでの学習が初めてでしたが、水

にも少しずつ慣れてきた様子で安心しました。 

８時２０分までには登校を 

お子さんに「８時２５分の校歌のチャイムが流れているときには、どこにいる？」と尋ねて

みてください。その頃に教室へ到着していないお子さんには、８時２０分には教室に着く

ために、早めに登校するようお声かけをお願いします。葛原スタンダードにも載せています

ので、子ども達は知っていると思いますが、再度全校放送で知らせました。 

 

 

 

お子さんが遅刻しないようにするためには、ご家庭での協力が必要となります。社会人

になってから時間を守るという習慣付けはなかなか難しいもので、信用をなくすことにもつ

ながりかねません。長い人生にとっての「習慣」は、小学生の今だからこそ身に付けさせて

あげたいですね。「時間を守るために、自分を律して行動すること」について、この機会に

ぜひ親子で話し合い、「スマホ等の電源 10時 OFF」などの約束を決めるのもよいかもしれ

ません。お困りのことがあれば、学校で一緒に考え、支援することもできますので、ご相談く

ださい。 

～お知らせ～ 

〇先日、地域の方から嬉しいお話をお聞きしました。本校の子どもの話です。朝、交通指

導や見守りをしてくださっている地域の方に、ある子どもが「ありがとうございます。」とお礼

の言葉を伝えたそうです。その方は、「子ども達と挨拶をしたり、話したりすることで、元気

をもらっている。」と、本当に嬉しそうにおっしゃっていました。地域や保護者の方々が子ど

も達のためにしてくださっていることに、感謝の気持ちをもち、それを言葉で伝えることがで

きる子どもがいるというのは、私たち教職員にとっても大変嬉しいことです。給食時の「心

の放送」でもこの話を全校に伝えました。こんな子どもが増えるといいなあと思います。 

〇２学期の行事予定について 

 メールでもお知らせしましたように、新型コロナウイルスの感染拡大が再度心配される状

況になってきました。年間行事につきましては、感染状況から行事の中止・変更が考えら

れ、日にちを出すことでかえって混乱を招く可能性があることから、日程のお知らせは控え

ておりました。ただ、早めに知りたいという保護者の方のお考えもあることから、２学期の

予定につきましては、１学期中にお渡しすることにしています。 

８時２５分の校歌のチャイムが鳴る前には、教室でランドセルの中身を片付け、トイレも

済ませて静かに過ごすようにしましょう。 


